
まず、備えを 3つに分けること
０次→今日１日分（普段持ち歩く）笛、携帯トイレなど
１次→３日分　飲料水　持ち出し袋　リュックなど
２次→２週間分　生活をするために必要な物　どこでもトイレなど
おすすめはローリングストック　寒さ対策にはポンチョ
次に災害時とても大切なことは、排水管や下水道のこと。
破損があるかもしれないので、対策として、ゴミ袋で水嚢を作り、
排水口に栓をする！流さない！
食べ物に関しては、自分が美味しいと感じるものを用意する、確認
の日をつくるとよい、などなど。
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黒澤 和泉 当選しました
くろさわ　　　　   いずみ

毎月 10日  
10：30 ～ 16：00（土日祝も含む）市 政 相 談

「身近な問題を解決したい」などの相談に代理人（議員）や
代理人経験者がお話を伺います。無料

　心をつなぐ優しい街づくりを進めます

地域から平和をつくるために、体験談を聞き取りしています。
ぜひお話をお聞かせください。ご連絡をお待ちしています。

戦争の話を聞かせてください 14

磯辺在住　1932 年 ( 昭和 7年 )生まれ　男性　　　　　　　　
　父は浄土真宗の僧侶だった。戦時中、国に協力するのが当然と村をあげて食料の
供出に協力し馬までも差し出した。学校でも校庭は食料増産用の畑となり、牧場か
ら肥料の牛糞５キロを背負い炎天下の中６キロの道程を皆で歩いたこともある。い
よいよ食べる物が無くなった時には、道端や岬の蓬までも採り尽くされ、家から８
キロほど歩いても見つけることはできなかった。栄養状態が悪く、児童の体格は明
治時代のレベルにまで戻ってしまった。
　中学では軍事教練をやらされた。何事も団体責任とされ、違反者が出ると全員に
ペナルティが課せられ、時にはビンタを喰らった。それが当然だと思っていたが、
敗戦後、自分が軍国主義にどっぷり染まっていたことに気付かされた。子供の頃、
今は辛くても極楽浄土に行けば幸せになれると教わった。しかし、それは間違いだっ
た。死んだら終わり。死後の救済より生の幸せを求めるべきである。　（聞き手　黒澤）

　今回の千葉市議会議員選挙において、初当選させていただきました。広
く美浜区のみなさまにご支援いただいたおかげです。さらに掲げた政策に
賛同していただいた方や、新人候補である黒澤和泉に任せてみようという
方からのご期待も含まれていると思います。政策の実現には時間がかかり
ますが、丁寧に着実に進めていきますので、今後ともご指導及びご支援を
どうぞよろしくお願いいたします。
　今回の選挙を通じて、市民生活に関わる多様なご意見を直接伺うことが
できました。子育て中の方からは保育園の入園と育休のタイミングについ
て。認知症の家族の方からはご自身やご家族の将来への不安について。小
学生からは公園の遊具の要望について。また、近所の防犯に関するご要望
もお聞きしました。いずれも当事者にとって切実な問題であり、行政と一
緒に解決しなくてはならない課題を皆さまに教えていただきました。
　どうぞこれからも黒澤和泉や市民ネットワークにご意見やご質問をお寄
せください。皆さまとともに考え行動し、心をつなぐ優しい街づくりを進
めてまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒澤和泉

千葉市議会議員選挙結果

3,159 票（8位 /12 人）　
美浜区投票率 42.96％

日を重ねるごとに声をかけてくれる方や、
意見を話してくれる方が増えました

防災イベント
報告

　3月 9日、市民ネットワークみはま事務所にて、
馬場内則子さんにお話を聞きました。
私にとっては初めて聞くことがたくさん！

高洲在住　1929 年 ( 昭和 4年 )生まれ　女性　　　　　　
　戦争中は「学徒動員」で近所の工場へ行き、高射砲の弾を
つくっていた。女学校へ行っていたが、勉強はせず「お国の
ため」に尽くすのが当たり前だった。
　1945 年 3 月 10 日の東京大空襲で自宅近くに焼夷弾が落ち、
火の粉が飛び散る中逃げ回った。モンペと靴下の間に火の粉
が入り、火傷を負い、川に飛び込んだ。
　翌朝、あたり一面は焼け野原で、真っ黒な死体、飴色の死体があちこちにあった。
学校も公園も死体の山だった。昨日までそばにいた女学校の同級生も亡くなった。「あ
んな元気な人が」と思った。
　今は時代が違うが、世界の各地で同じようなことが起きている。早く戦争が終わっ
て欲しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（聞き手　松井）

グッズを見直そう

いろいろな防災グッズを試したり、非常食の試
食など、90 分では足りないほど中身の濃い学
習内容。
防災は「知る」「慣れる」から。
防災グッズの用意と、支えあう仕組みやグルー
プをつくること。災害に備える必要を強く感じ
た防災のお話でした。（高洲　宮﨑）

告示日、多くの方に支えられて出発

心をこめて政策をお話ししました

講師の馬場内則子さん
（防災士　打瀬在住）

区役所訪問報告　1月26日

　区役所のあり方について、市民からの相談の対応につい
て、また2022年 9月に開設された「生活自立・仕事相談セ
ンター美浜」の支援について、区長と担当者にお聞きし、
意見交換しました。


